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 １ 

本納中学校区の小中一貫教育について 

１ 小中一貫教育制度について 

小中一貫教育制度については、平成 18年の改正教育基本法、平成 19年の改正学校教育法によ

って義務教育の目的・目標が定められ、その後、学校教育法の一部改正(平成 28年施行）により、

義務教育学校の制度が創設されました。小中一貫教育は、小中連携教育をさらに進めた教育とい

うイメージです。小中一貫教育とは、「小・中学校段階の教員が目指す子供像を共有し、９年間を

通じた教育課程を編成し、系統的な教育を目指す教育」とされ、「義務教育学校」と「小中一貫型

小・中学校」があります。「義務教育学校」は、一人の校長の下、一つの教職員組織が置かれ、そ

れに対し、「小中一貫型小学校・中学校」は、それぞれの校長、それぞれの組織が置かれていま

す。 

２ 小中一貫教育を行うことによる期待される効果 

小中一貫教育を行うことにより、期待される効果には、一般的には、次の点が挙げられます。 

学習面の観点から 

〇 ９年間を見通した指導計画を作成し、指導内容を明確化することにより、「学びの連続性」

を図ることができます。 

〇 小・中学校間で指導方針を共有し、情報交換や連携を充実させることで各成長段階で育て 

たい力が明確になり、一人一人の個性に応じた指導が可能になります。 

〇 小学校５、６年生における教科担任制、小・中学校教員の乗り入れ授業など多様な指導形

態を取り入れて、小学校での専門的な授業の展開により知的好奇心を充足させたり、中学校

でのきめ細かな授業の実践により定着が不十分な内容を補充したりするなど、個に応じた指

導が一層充実し、学習意欲や学力の向上を図ることができます。 

生活面の観点から 

〇 ９年間を通して一貫した生徒指導を行うことにより、学校生活の変化に伴う不安感や負担

感が軽減され、自己有用感や道徳心、規範意識の醸成を図ることができます。 

〇 小・中学校教員の連携による、より深い児童生徒理解に基づく指導が可能になり、いわゆ

る「中１ギャップ」を解消し、中学校入学後に増加傾向にある不登校や問題行動の減少を期待

することができます。 

〇 小・中学生の交流や合同行事などを通して、小学生には、目標にすべき姿を思い描くこと

ができ、中学生には、下級生に対する思いやりとリーダーシップの育成を図ることができま

す。 

教員の指導力の向上の観点から 

〇 ９年間の児童生徒の成長・発達と学習内容の系統を踏まえ、小・中学校の教員がそれぞれ

の学校種の教育活動を相互に理解しながら指導にあたることにより、教員の指導力の向上を

図ることができます。 

〇 小・中学校教員が、それぞれのよさを生かした授業実践の中で、専門的な指導やきめ細かな

指導を互いに学び合うことで教員の総合的な力量が向上します。 
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３ 本納中学校区の目指す子供像 

 

 

 

 

 

４ 学年段階の区切りの考え方 

中学校段階への移行に際して児童生徒が体験する段差の緩和や児童生徒の発達の早期化

への対応を図る観点から、小・中学校９年間における学年段階の区切りを４－３－２とし、 

特に、いわゆる「中１ギャップ」といわれる現象が現れる期間（充実期）に重点をおきます。 

   （学校施設は６－３のまま） 

 

≪学年段階の区切り≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 小１～４ ：基礎期 

（基礎・基本を繰り返し、学びの基本姿勢の育成を目指す。） 

〇 小５、６、中１：充実期 

(基礎・基本を生かし、具体から論理的・抽象的思考へ移行する時期であり、意欲的に

学ぶ姿勢の育成を目指す。) 

〇 中２、３：発展期 

（基礎・基本を応用し、論理的・抽象的思考を着実に行う時期であり、主体的に学ぶ姿

勢の育成を目指す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2年間） 

【発展期】 

（3年間） 

【充実期】 

（４年間） 

【基礎期】 

１年  ２年  ３年 １年  ２年 ３年  ４年 ５年  ６年 

中学校へのスムーズな接続 

中 学 校 

 

小 学 校 
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５ ◆本納中学校区の取組について◆                   

                                  

１ 組織設立 

（１）本納中学校区小中一貫教育推進委員会の設置 

（２）校内小中一貫教育推進委員会の設置 

  

 

 

 

２ 本納スタンダードの実施 

 （１）重点項目を決定し、共通した指導を実施する。 

 

 

 

 

３ 学習指導 

（１）９年間の指導計画により、学びの連続性を図る。 

 

 

 

 

 

４ 茂原学の実施 

 

 

 

 

 

５ ICTの活用 
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◆本納中学校区スタンダード◆ ※小中学校で重点月間を設定して取り組む 

 【基礎期】小１～４ 【充実期】小５,６,中１ 【発展期】中２,３ 
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〇あいさつや言葉遣い 

   

〇整理整頓・掃除 
   

〇時間意識 
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〇学習準備   
   

〇時間意識  
   

〇話し方・聞き方 
   

〇書き方 
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〇進め方 

 

 

  

〇時間の目安  

 

 

〇内容例 
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◆スタンダード◆（参考例） ※小中学校で重点月間を設定して取り組む 

 【基礎期】小１～４ 【充実期】小５,６,中１ 【発展期】中２,３ 
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〇あいさつや言葉遣い 

・大きな声であいさつや返事をする。 

・相手に聞こえる声の大きさで話す。 

・相手の気持ちや受け止め方を意識した

あいさつや言葉遣いをする。 

・相手や場に応じたあいさつや言葉遣

いをする。 

〇整理整頓・掃除 
・掃除の方法を覚え、決められた場所を

掃除する。 

・使いやすさを考え、身の回りを整える。 

・共用部分を中心に責任をもって整える。 

・誰もが気持ちよく生活できるように

自ら考えて整える。 

〇時間意識 
・一日の予定を確認し、チャイムの合図

や時計を見て行動する。 

・次の予定を意識しながら、余裕を持っ

て行動する。早めの行動を意識する。 

・１日や１週間など短期、長期の予定

など、見通しをもって行動する。 
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〇学習準備   
・必要な道具を、机に並べる。 ・必要な道具を準備し、使いやすいよう

に用意する。 

・学習内容から必要な道具や資料を判

断し適切に準備する。 

〇時間意識  
・授業の始まる時間を意識し、時計を見

て席に着く。  

・時計を見て席に着き、学習内容の確認

し、学習を始める。 

・授業の開始段階で学習内容の確認及

び前時の内容を想起し、学習を始め

る。 

〇話し方・聞き方 
・話すときは「はい」と返事をして、全

員に聞こえる声で話す。 

・授業中は丁寧な言葉遣いで話す。 

・相手の方を向いて話す。 

・相手や目的に応じた話し方をする。 

・わかりやすい伝え方を工夫する。 

 

・適切な声の大きさで話す。 

・主旨を明確にし、簡潔に伝える。 

・他の人の意見を大切にしながら、自

分の考えを述べる。 

・話し手の方を向いて聞く。 

・話を最後まで聞く。 

・話し手の方を向いて聞く。 

・自分の考えを持ちながら相手の話を聞

く。 

・常に自分の考えと比較しながら聞

き、考えをまとめながら聞く。 

・他の人の意見を丁寧に聞く。 

〇書き方 
・正しく丁寧な字で書く。 

・マスに気をつけ、字の大きさを整えて

書く。 

・自分や友だちの考えを書く。 

・板書を見て、よくわかるように書く。 

・学習内容や授業のポイントをわかりや

すく書く。 

・先生や友だちの発言を加えるなど質の

高いノートを作る。 

・自分の言葉で学習のまとめを書く。 

・学習内容を整理し、見直しに活用で

きるノートを作る。 

・自らの課題を見つけ、先生に質問し

たり自ら調べたりして、自主学習に

生かすノートを作る。 
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〇進め方 

・進んで宿題や読書、家庭学習をする。 ・工夫しながら家庭学習をする。 ・宿題や読書、自主学習に自ら創意工

夫のある家庭学習をする。 

・学習環境を整えて行う。 

テレビ・ゲーム・携帯電話などを消し、集中して取り組む。  

時間や場所を決めて行う。 

〇時間の目安 （１５分×学年） 

〇内容例 
・宿題（音読・漢字・計算） 

・自主学習の仕方を学ぶ。 

・自主学習 

読書、辞書を使った意味調べなど 

・宿題 

（漢字・計算・間違えた箇所の見直し） 

・自主学習 

読書、予習と復習、苦手教科の学習 

調べ学習 

・宿題 

・自主学習 

教科書等を活用した予習・復習 

ドリルを使った基礎固め 

発展学習 

 


